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別紙１０ 廃止措置計画認可申請書における固定モニタリング設備及び環境試 

料測定設備に係る電源設備の扱いについて 

 

廃止措置期間中においても，管理区域が設定されている間は運転中と同様に，

発電所敷地境界付近に外部放射線量率の連続監視を行うための固定モニタリン

グ設備（以下「MP」という。）７基及び外部放射線量測定のための蛍光ガラス線

量計を適切な間隔で配置するほか，空気中の粒子状放射性物質を連続的に捕集

するための環境試料測定設備（以下「ダストモニタ」という。）２基を設け，維

持対象とする。 

（１）MP に係る電源設備の扱いについて 

MP については，高レンジ及び低レンジに対応した２種類の検出器及びこれら

の計測部を含む監視盤（MP 設置場所に設置），警報装置等を含む監視盤（中央制

御室に設置）から構成されるほか，その重要性から，専用の電源設備として無停

電電源装置（CVCF 及び UPS），7.5kVA の発電機を有している。 

MP の系統概略図を第１図に示す。 

性能維持施設としては，福島第二原子力発電所第１号機（第１～第４号機共用）

工事計画認可申請書において記載されている検出器及び各監視盤までの範囲と

していることから，電源設備については性能維持施設の対象外としている。 

（２）ダストモニタに係る電源設備の扱いについて 

ダストモニタについては，検出器，流量計及び制御部を含むダスト・サンプラ，

ポンプ及び指示・記録を行う測定部を含む空間放射性粒子計数装置（ダストモニ

タ設置場所に設置）から構成されるほか，各ダストモニタについて，それぞれ専

用の電源設備として，発電機（単相 100V において 15kVA，三相 200V において

20kVA を同時出力可能）を有している。 

環境試料測定装置の系統概略図を第２図に示す。 

性能維持施設としては，福島第二原子力発電所第１号機（第１～第４号機共用）
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工事計画認可申請書において記載されているダスト・サンプラ，ポンプ及び空間

放射性粒子計数装置までの範囲としていることから，電源設備については性能

維持施設の対象外としている。 
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第１図 モニタリング・ポスト系統概略図 
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第２図 ダストモニタ系統概略図 

 


